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　令和８年第２回定例会が６月11日（木）に開催され、報告４件、
専決処分事項の承認３件、人事７件、工事請負契約１件、工事
請負変更契約３件、その他２件、令和８年度各会計補正予算２
件などが提案され、慎重に審議した結果、それぞれ原案どおり
決定した。定 例 会

月６

議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果
報告
第１号

令和７年度水上村一般会計繰越明許費繰越計
算書の報告について

年度内に支出が終わらなかった
14事業を翌年度に繰越し 報　告

報告
第２号

令和７年度水上村一般会計事故繰越し繰越計
算書の報告について

年度内に支出が終わらなかった
1事業を翌年度に繰越し 報　告

報告
第３号

令和７年度水上村簡易水道事業会計繰越明許
費繰越計算書の報告について

年度内に支出が終わらなかった
1事業を翌年度に繰越し 報　告

報告
第４号

令和７年度水上村下水道事業会計繰越明許費
繰越計算書の報告について

年度内に支出が終わらなかった
1事業を翌年度に繰越し 報　告

議案
第１号

専決処分事項の承認を求めることについて（水
上村税条例の一部を改正する条例）

専決処分していた地方税法等の改正に伴う
条例の一部改正について承認を求めるもの

承　認
（全員賛成）

議案
第２号

専決処分事項の承認を求めることについて（水上村
国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

専決処分していた地方税法等の改正に伴う
条例の一部改正について承認を求めるもの

承　認
（全員賛成）

議案
第３号

専決処分事項の承認を求めることについて（令
和７年度水上村一般会計補正予算（第１１号））

専決処分していた令和７年度水上村一般会
計の補正予算について承認を求めるもの

承　認
（全員賛成）

議案
第４号 水上村農業委員会委員の選任同意について

岩野高瀬地区　
内
うちだ

田真
しん じ

治氏を選任
同　意

（全員賛成）

議案
第５号 水上村農業委員会委員の選任同意について

岩野高瀬地区　
那
な す

須利
りは ち

八氏を選任
同　意

（全員賛成）

議案
第６号 水上村農業委員会委員の選任同意について

岩野宮田地区　
西
にしもと

本美
み ほ

帆氏を選任
同　意

（全員賛成）

議案
第７号 水上村農業委員会委員の選任同意について

岩野川内地区　
椎
しいば

葉万
ま き

紀氏を選任
同　意

（全員賛成）

議案
第８号 水上村農業委員会委員の選任同意について

湯山馬場地区　
山
やまもと

本広
ひろ き

樹氏を選任
同　意

（全員賛成）

議案
第９号 水上村農業委員会委員の選任同意について

湯山北目地区　
松
まつだ

田一
かずひろ

洋氏を選任
同　意

（全員賛成）

議案
第10号 水上村農業委員会委員の選任同意について

湯山本野地区　
尾
おまえ

前重
しげのり

德氏を選任
同　意

（全員賛成）
議案
第11号

水上村スポーツサイエンス施設の指定管理者
の指定について

株式会社アスリートキャリアセン
ターを指定管理者へ指定

可　決
（全員賛成）

議案
第12号

工事請負変更契約の締結について
（水上村陸上競技場用地造成工事２工区）

水上村陸上競技場用地造成工事（２工
区）に係る請負変更契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案
第13号

工事請負変更契約の締結について
（水上村陸上競技場用地造成工事３工区）

水上村陸上競技場用地造成工事（３工
区）に係る請負変更契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案
第14号

工事請負変更契約の締結について
（新無反野橋橋梁上部工工事）

新無反野橋橋梁上部工工事に係る
請負変更契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案
第15号

工事請負契約の締結について
（水上村陸上競技場建築工事）

水上村陸上競技場建築工事に係る
請負契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案
第16号 水上村辺地総合整備計画の変更について 水上村辺地総合整備計画の変更 可　決

（全員賛成）

議員派遣の件について 可　決
（全員賛成）

継続審査申出書について 可　決
（全員賛成）

○条例などの審議結果（補正予算を除く）
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　水上村経済回復活性化事業費（みずかみ生活応援券）の繰越明許費の額を4,601万円から
3,357万4千円に変更するもの。

令和７年度水上村
一般会計補正予算（第11号）

　歳入歳出予算の総額に2,130万円を追加し、総額を60億7,530万円とするもの。江代地区
光ケーブル張替工事500万円、台湾友好都市事業450万円、水上村陸上競技場整備工事積算
業務委託料1,000万円、くま川鉄道全線開通奥球磨地域活性化協議会負担金91万9千円など
の事業が追加計上された。

令和８年度水上村
一般会計補正予算（第１号）

　歳入歳出予算の総額に66万3千円を追加し、総額を4億5,016万3千円とするもの。介護
保険システム制度改正対応業務委託料66万3千円が追加計上された。

令和８年度水上村
介護保険特別会計補正予算（第１号）

各会計補正予算

いずれも審議の結果、原案のとおり決定した。

※専決処分（令和８年３月 31日付け）

答え：「もとゆの森」
　もとゆの森は、平成17年に
完成し、園内には湯山温泉の源
泉をひいた足湯やさまざまな樹
木、草花が植栽されており、自
然を満喫できる癒しとくつろぎ
の空間となっています。
　表紙の写真は、中央公民館、
図書室、レストラン、浴場、研
修室やバレーコート、テニス
コート、児童遊園地などを備え
た複合施設として昭和48年に完
成した市房総合センターで、大
広間では結婚式も行われていま
した。
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現
在
の
避
難
所
等
に
お
け
る
備
蓄

食
料
の
状
況
お
よ
び
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
食
品
の
準
備
は
。

岩
野
・
湯
山
地
区
に
お
い
て
は

１
０
０
人
の
３
日
分
、
江
代
地

区
に
お
い
て
は
50
人
の
３
日
分
、
役
場

に
は
災
害
対
応
に
あ
た
る
職
員
分
と
避

難
所
で
不
足
し
た
場
合
の
対
応
と
し
て

１
０
０
人
の
３
日
分
を
備
蓄
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
品
と
し

て
ア
ル
フ
ァ
米
・
米
粉
を
使
っ
た
麺
類
・

ゼ
リ
ー
等
を
準
備
し
て
い
る
。

　

更
に
国
か
ら
の
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
物

資
が
２
、３
日
後
に
届
く
シ
ス
テ
ム
が
構

築
さ
れ
て
い
る
。

災
害
発
生
を
考
え
、
近
年
各
家
庭

に
お
い
て
非
常
用
食
料
を
備
え
、

賞
味
期
限
切
れ
を
防
ぎ
な
が
ら
備
蓄
品
の

入
れ
替
え
を
行
う
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

ク
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

　

村
民
へ
の
家
庭
備
蓄
の
推
進
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

梅
雨
入
り
に
あ
わ
せ
家
庭
備
蓄
に

つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
日
常
備
蓄
品
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
も
掲
載
し
て
い
る
。
今

後
も
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
サ
イ
ン
塔

を
通
じ
て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　

な
お
、
本
村
の
備
蓄
食
料
に
つ
い
て
も

消
費
期
限
に
伴
う
更
新
に
合
わ
せ
て
、
村

民
や
学
園
児
童
・
生
徒
へ
配
布
し
て
お
り
、

৻
⥸
⾰
໧

Ｑ．災害時の食料確保に向けた
　　本村の取り組みは
Ａ．３日分程度の食料備蓄と
　　国からのプッシュ型支援
　　体制を構築している

（総務課長）

村の現状！今後の見通しは !!
た

と
援

杉野　久志 議員

試
食
と
併
せ
て
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
の

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

農
家
や
地
元
商
店
か
ら
の
食
料
品

等
の
提
供
に
関
す
る
協
力
体
制
の

構
築
は
。現

在
、
農
家
や
地
元
商
店
と
の
協

定
等
は
結
ん
で
い
な
い
が
、「
防
災

会
議
」に
お
い
て
、
食
料
の
確
保
と
供
給

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、

不
測
の
事
態
に
備
え
て
農
家
や
地
元
商

店
と
の
協
力
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。
引
き
続
き
、
村
長
が
目
指
す
基
本
理

念
で
あ
る
安
全
安
心
の
村
づ
く
り
に
努
め

て
い
く
。

問

問

問 答

答

答

ローリングストックのイメージ

備蓄の状況
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全
国
で
事
件
や
事
故
が
相
次
ぎ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
強
盗
や
特
殊
詐

欺
な
ど
手
口
が
巧
妙
化
す
る
中
、
本
村

も
人
口
減
少
・
高
齢
化
、
集
落
の
分
散
、

夜
間
の
暗
さ
と
い
っ
た
特
性
か
ら
「
何

か
が
起
き
て
も
気
づ
か
れ
に
く
い
」
弱

点
を
抱
え
て
い
る
。
行
政
と
し
て
本
村

の
防
犯
環
境
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
の
か
、
そ
の
根
拠
と
な
る
数
字
を

①
人
口
構
造
②
空
き
家
③
犯
罪
・
ト
ラ

ブ
ル
④
防
犯
設
備
⑤
見
守
り
活
動
の
５

点
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長

①
高
齢
化
率
は
47
・
1
％
と
極
め
て
高

く
、
独
居
高
齢
者
は
98
世
帯
と
1
割

強
を
占
め
る
。
さ
ら
に
、
昼
間
人
口

の
約
2
割
が
村
外
へ
出
る
た
め
、
見

守
り
が
届
き
に
く
い
状
況
に
あ
る
。

②
空
き
家
は
１
２
０
件
。
全
世
帯
の
約

1
割
強
を
占
め
、
人
の
目
が
届
き
に

く
く
防
犯
面
で
弱
点
と
な
り
や
す
い
。

③
直
近
の
犯
罪
は
1
件
で
、
特
殊
詐
欺

や
子
ど
も
へ
の
声
か
け
事
案
は
0
件
。

④
防
犯
灯
５
５
４
基
、
防
犯
カ
メ
ラ
等

9
台
を
設
置
。

⑤
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
31
か
所
、
民

生
児
童
委
員
11
名
、
少
年
補
導
員
2

名
に
加
え
、
人
づ
く
り
推
進
協
議
会

や
総
合
教
育
会
議
な
ど
が
連
携
し
、

　

見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

犯
罪
件
数
は
少
な
い
も
の
の
、
こ
う

し
た
状
況
を
踏

ま
え
る
と
、
今

後
も
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
両
面
で

防
犯
環
境
を
強

化
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
認

識
し
て
い
る
。

人
口
減
少
や
空
き
家
の
増
加
、
見

守
り
体
制
の
弱
ま
り
か
ら
防
犯
上

の
脆
弱
性
が
懸
念
さ
れ
、
夜
道
の
不
安

や
訪
問
販
売
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
数
字
に
表

れ
に
く
い
不
安
も
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
住
民
へ
の
聴
き
取
り

で
は
、
防
犯
意
識
の
高
さ
や
個
人
宅
防

犯
カ
メ
ラ
補
助
制
度
へ
の
強
い
期
待
が

確
認
さ
れ
、
映
像
提
供
に
も
協
力
的
な

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
特
殊
詐
欺
の

高
度
化
や
見
守
り
力
の
低
下
が
進
む
中
、

個
人
宅
防
犯
カ
メ
ラ
補
助
制
度
を
本
村

で
も
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解

を
伺
う
。総

務
課
長

　

防
犯
活
動
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
る

が
、
自
助
・
共
助
・
公
助
が
連
携
す
る

こ
と
で
、
防
犯
力
を
高
め
ら
れ
る
。
防

Ｑ．人口減少・高齢化に対する
　　本村の安全確保の方向性は

Ａ．地域協働の仕組みを強化し
　　個人宅防犯カメラ補助を
　　検討する         

る
は

し

小川　恵 議員

問

問

答

犯
カ
メ
ラ
映
像
は
、
犯
罪
抑
止
や
事
案

解
明
に
有
効
で
あ
り
、
自
助
の
観
点
か

ら
も
、
補
助
制
度
の
導
入
を
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

中
嶽
村
長

　

人
口
減
少
や
空
き
家
の
増
加
、
家
屋
の

点
在
化
に
よ
り
人
づ
き
合
い
が
希
薄
化

し
、
地
域
の
見
守
り
力
が
弱
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
課
題
と
考
え
る
。
こ
う
し
た
状
況

の
中
で
も
地
域
で
支
え
合
う
共
助
の
力
を

高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
具
体

策
と
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
新
た
な
補
助

制
度
を
創
設
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
増
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
公
平
負
担
の

観
点
か
ら
個
人
宅
へ
の
補
助
が
最
も
公
平

と
考
え
て
お
り
、
数
か
月
以
内
に
仕
様
や

運
用
方
法
を
検
討
し
、
財
政
に
無
理
の
な

い
制
度
構
築
に
前
向
き
に
取
り
組
む
。

答

答
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岩
野
地
区
簡
易
水
道
創
設
時
の
計

画
給
水
人
口
と
計
画
給
水
量
に
対

し
、
現
在
の
給
水
人
口
と
給
水
量
は
。

昭
和
59
年
創
設
時
の
計
画
給
水
人

口
１
，３
０
０
人
と
計
画
給
水
量
１

日
あ
た
り
３
６
８
㎥
に
対
し
、
令
和
８
年

３
月
末
の
給
水
人
口
は
９
１
４
人
、
給

水
量
は
３
７
６
㎥
と
な
っ
て
い
る
。
給

水
人
口
の
減
少
に
反
し
、
１
人
あ
た
り

の
使
用
水
量
は
、
計
画
時
か
ら
１
２
８

ℓ
増
加
し
て
お
り
、
公
共
下
水
道
へ
の

接
続
率
の
上
昇
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
楊よ

う

貴き

妃ひ

橋
上
流
部
の
第
一

水
源
及
び
天
の
川
橋
上
流
部
の
第

二
水
源
の
表
流
水
に
よ
り
給
水
さ
れ
て

い
る
が
、
渇
水
期
に
不
足
す
る
給
水
量

は
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
。

４
ｔ
給
水
車
で
１
日
10
往
復
し
補

水
す
る
こ
と
に
よ
り
、
配
水
池
の

水
位
は
保
た
れ
た
た
め
、
約
40
㎥
が
不

足
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
行
っ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
箇

所
の
選
定
に
至
っ
た
経
緯
と
確
保

で
き
た
水
量
及
び
水
質
の
結
果
は
。

岩
野
浄
水
場
へ
の
送
水
コ
ス
ト
、

地
理
的
条
件
を
総
合
的
に
判
断
し
、

電
気
探
査
を
行
っ
た
う
え
で
令
和
４
年

に
幸
野
地
区
、
令
和
５
年
に
幸
野
原
地

区
を
ボ
ー
リ
ン
グ
し
て
い
る
。
確
保
で

き
た
水
量
は
、
幸
野
地
区
で
１
日
あ
た

り
86
㎥
、
幸
野
原
地
区
で
76
㎥
、
水
質

は
通
常
の
滅
菌
処
理
の
み
で
飲
用
可
能

と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

問問問 答

Ｑ．今後の岩野地区簡易水道
　　水源確保の取り組みは

Ａ．表流水の濁度処理と
　　村有地下水源の併用を
　　総合的に検討（建設課長）

天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

安
定
し
た
安
全
で
良
質
な
飲
用
水

の
供
給
方
法
と
し
て
、
今
日
ま
で
供
用

さ
れ
て
い
る
川
内
地
区
簡
易
水
道
の
余

剰
水
を「
ほ
い
ほ
い
広
場
」に
隣
接
す
る

第
二
配
水
池
に
圧
送
し
、
上
楠
、
宮
田
、

里
坊
エ
リ
ア
に
給
水
で
き
れ
ば
、
補
助

的
な
水
不
足
解
消
対
策
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
が
見
解
を
伺
う
。

川
内
地
区
簡
易
水
道
の
１
日
あ
た

り
の
適
正
揚
水
量

は
２
８
８
㎥
で
、
現
在
の

使
用
水
量
は
22
㎥
で
あ
る

た
め
、
２
６
６
㎥
の
地
下

水
に
余
裕
が
あ
る
状
況
。

第
二
配
水
池
か
ら
の
給
水

エ
リ
ア
は
、
２
０
９
㎥
の

使
用
水
量
で
あ
る
た
め
、

水
不
足
の
際
は
補
助
的
な

水
源
と
し
て
活
用
で
き
る

水
量
を
有
し
て
い
る
。

表
流
水
に
代
わ
る

新
た
な
地
下
水
源

を
確
保
す
る
の
か
。
あ
る

い
は
現
在
供
用
さ
れ
て
い

る
地
下
水
源
と
の
併
用
を

図
る
の
か
。
岩
野
地
区
簡

易
水
道
の
整
備
事
業
を
進

め
て
い
く
う
え
で
、
今
後

の
水
源
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
や
展
望
に
つ
い
て

伺
う
。新

た
な
地
下
水
源

の
掘
削
は
、
十
分

な
水
量
や
飲
用
水
に
適
合
す
る
水
質
の

確
保
に
お
け
る
リ
ス
ク
や
財
政
面
の
大

き
な
負
担
が
伴
う
。
そ
の
た
め
、
現
在

の
表
流
水
で
あ
る
第
一
水
源
と
第
二
水

源
の
濁
度
処
理
と
、
村
で
有
す
る
幸
野
・

幸
野
原
地
区
ま
た
は
、
川
内
地
区
の
地

下
水
の
併
用
に
つ
い
て
総
合
的
な
検
討

を
行
い
、
安
全
・
安
心
な
水
源
の
確
保

に
努
め
た
い
。

答

杉野　貴文 議員

答

答答 問問

໼ஏۢآ

ઔ಼ஏۢ

ʤනླྀਭʥݱ໼ஏۢ୊̏ਭآ

ʤනླྀਭʥݱ໼ஏۢ୊̐ਭآ

໼ஏۢ୊̐ഓਭஓآ

ઔ಼ஏۢʤஏԾਭʥ
నਜ਼༴ਭྖʤೖʥ288̾3

໼ஏۢ৞ਭ৖ʤ୊̏ഓਭஓʥآ

ᶅ߀໼ஏۢʤஏԾਭʥ
నਜ਼༴ਭྖʤೖʥ86̾3

GL=266.7̾

GL=243.5̾

GL=296.0̾

ᶆ߀໼ݬஏۢʤஏԾਭʥ
నਜ਼༴ਭྖʤೖʥ76̾3

ઔ಼ஏۢ͹֕གྷ ୱҒ +�� 5���

޳ਭਕڇ ਕ ��� ��

ਭྖʤસର�ೖʥڇ ̾� �� ��

ਭྖʤ�ਕ౲ͪΕ�ೖʥڇ Ὓ ����� �����

໼ஏۢ͹֕གྷآ ୱҒ 6�� 5���

޳ਭਕڇ ਕ ����� ���

ਭྖʤસର�ೖʥڇ ̾� ��� ���

ਭྖʤ�ਕ౲ͪΕ�ೖʥڇ Ὓ ����� �����

໼୊�ഓਭஓ͹֕གྷآ ୱҒ 5���
޳ਭਕڇ
ʤ৏೉ʀీٸʀ཮๧ʥ ਕ ���

ਭྖʤસର�ೖʥڇ ̾� ���

ਭྖʤ�ਕ౲ͪΕ�ೖʥڇ Ὓ �����

৏೉

ీٸ

཮๧
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人口減少時代に挑む地域戦略！
外国人材と女性活躍で創る町村の未来
　5月26日（火）、全国町村議会議長会主
催による、「全国町村議会議長・副議長
研修会」が東京国際フオーラムにて開催さ
れ、議長・副議長で参加した。
　講演では、地方創生の「これまで」と「こ
れから」、不足する労働力の確保に向けた
外国人材の活用、議員のなり手不足にお
ける男女共同参画など、その内容は社会
構造の変革期を迎えている昨今において、
地域課題の解決に必要な知識を身につけ、
思考を磨くことのできる有意義な研修と
なった。
◆地方創生の先行きー地域未来戦略とともに一
　講師：一般財団法人地域活性化センター理事長　林

はやし

﨑
ざ き

理
おさむ

　氏
◆人口減少社会における外国人材の確保・育成の実践
　講師：東海大学教養学部人間環境学科教授　万

まん

城
じょうめ

目 正
ま さ お

雄　氏
◆男女共同参画で地域を元気に～人口減少社会を生き抜く方策～
　講師：京都女子大学学長　竹

たけやす

安 栄
ひ で こ

子　氏

国際フォーラムでの研修の様子

議会を傍聴してみませんか
次回の議会定例会は９月です

（手続は住所・氏名を書くだけです）

詳しくは議会事務局☎44-0319まで

熊本県選出国会議員へ要望活動
県議長会から ２件、各郡から 18 件の要望書を提出
　5月28日（水）、熊本県町村議会議長会の主催により熊本県選出の国会議員の方々をホテ
ルグランドアーク半蔵門にお迎えし、要望・意見交換を行った。
　球磨郡からは「球磨地域公共交通網の整備促進」、「球磨川における抜本的な治水対策の
促進」、「雇用対策」、「豪雨災害等から国土を守る治山事業及び森林整備の強化」の４つの
要望を行った。いずれも生活に直結する課題であり、早期実現が望まれている。
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編
集
後
記

　

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
本
戦
の
ブ
ラ
ジ
ル
戦
は
、

1
対
2
の
僅
差
で
敗
退
と
な
り
悔
し
さ
が
残
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
世
界
の
強
豪
を
相
手
に
一

歩
も
引
か
ず
立
ち
向
か
う
姿
は
、
私
た
ち
に
大
き
な
勇

気
と
感
動
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
一
つ
の
目
標
に
向

か
っ
て
心
を
一
つ
に
す
る
力
強
さ
は
、
本
村
が
こ
れ
か

ら
進
め
る「
合
宿
の
郷
づ
く
り
」や「
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
エ
ン

ス
事
業
」に
も
深
く
通
じ
る
も
の
で
す
。

　

住
民
の
皆
様
、
そ
し
て
議
会
が
地
域
へ
の
思
い
一
つ

に
し
、
と
も
に
未
来
へ
歩
ん
で
い
け
る
よ
う
、
皆
様
の

声
に
耳
を
傾
け
、
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
が
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、

梅
雨
も
明
け
夏
本
番
を
迎
え
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
年

の
夏
は
全
国
的
に
平
年
を
上
回

る
厳
し
い
暑
さ
が
予
想
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
熱
中
症
対
策

を
万
全
に
し
て
こ
の
夏
を
乗
り

切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

広
報
特
別
委
員
会　
　
　
　

　

委
員
長　

荒
嶽　

晋

　

副
委
員
長　

山
崎
隆
浩

　

委　
　

員　

小
川　

恵

杉
野
貴
文

山
崎　

隆
浩

スポーツサイエンス施設整備の進捗を視察
旧湯山小が健康拠点へ生まれ変わります！
　水上村議会は、６月11日（木）に旧湯山小学校跡地を活用したスポーツサイエンス施設
について、進捗状況の確認を目的に現地視察を行い、担当職員から説明を受けながら事業
の状況を確かめました。
　本事業は、「トップアスリートから高齢の方まで」をキーワードに、村民の健康寿命の延
伸や地方創生の推進、さらに合宿誘致による地域経済の活性化を担う重要なプロジェクト
です。
　今回の視察では、旧湯山小学校が「スポーツサイエンス」「食育」「睡眠」といった、現代の
健康ニーズを幅広く支える施設へと生まれ変わりつつある様子を確認しました。こうした
先進的な取り組みが、村民の皆さまの健康づくりや地域経済の活性化につながるよう、議
会としても今後の運営体制や事業の進み具合を丁寧に見守ってまいります。

アスリート向けの計測機器 一般向けの計測機器


